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　耳をおおいたくなるようなあまりにもひどい発言で
す。絶対に許すことができません。しかもこんなひどい
人権感覚の持ち主が「憲法を変えろ」と主張している
のです。恐ろしい限りです。こうした勢力に負けるわけ
にゆきません。憲法を守るため全力をあげます。
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党首、市長、政治家の資格なし　
　――共産党・市田書記

局長が厳しく批判

　日本維新の会の橋下徹共同代表（大阪市長）が、記者会見で耳を疑
うような暴言を吐きました。５月１３日、旧日本軍｢慰安婦｣問題について、
「慰安婦制度というものが必要なのは誰だってわかる」として、慰安婦制
度そのものを正当化し、女性の人権を踏みにじる発言をしたのです。

米軍には「風俗業活用」すすめる
　橋下市長はまた、沖縄県を５月１日に訪問した際、海兵隊の司令官に
「もっと風俗業を活用してほしい」と求めたことも明らかにしました。司令
官もあまりの発言に「凍りついた」そうです。人権感覚がどこまでマヒして
いるのか――絶対にゆるすことができません。

橋下氏の発言
「あれだけ銃弾が雨嵐のごと
く飛び交うなかで命かけて、
そこを走っていくときに、猛
者集団、精神的にも高ぶっ
ている集団は、どこかで休息
させてあげようとおもったら
慰安婦制度が必要だ」

　日本共産党の市田書記局長は記者会見で、橋下氏の発言について「これほど人間の尊
厳をおとしめる発言はない。人間の血が流れているのかと思うぐらいだ。公党の党首の資
格がないだけでなく、市長たる資格も、国政を語る資格もない」と厳しく批判しました。
　市田氏は、「戦争に行っている軍人のためだったら、休息のためだといって、『慰安婦』
制度を公然と認めるなどというのは論外であり許しがたい発言だ」とのべました。

石原前都知事（維新共同代表）が「間違ったこと言ってない」と橋下氏を擁護
　１４日、石原氏は記者団に対し、「軍と売春はつきもので、歴史の原理みたいなもの」「橋下氏は基本的に間違った
ことは言っていない」と述べて、橋下氏を擁護。同党あげて人権感覚が欠如していることがあらわになりました。

発言を撤回し、謝罪せよ 人権感覚欠如の「維新」に
政治はまかせられません
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 前都議会議員（中野区）

許せません！！橋下氏の暴言
「慰安婦は必要」

維新共同代表

▲会見する市田氏


